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   ⽣成ＡＩの登場により

「AIに使われる⼈」と
「AIを使いこなす」⼈の２極化が進む



AIを使いこなす⼈を育てるために

１ AIと⼈間の得意・不得意を理解する
   ・詩の解釈（2023年４⽉、中２）
   ・随筆執筆（2023年６⽉、中２）

２ AIとの対話を通じて学びを深める
   ・ディベート（2024年2⽉、中２）
   ・⼩説創作（2024年7⽉、中3）

３ AIと役割分担して課題解決する
   ・漢詩鑑賞（2023年12⽉、中2）
   ・俳句鑑賞（2024年9⽉、中3）



「春よ、来い」の
「君」はどんな⼈物？               
淡き光⽴つ 俄⾬
いとし⾯影の沈丁花
溢るる涙の蕾から
ひとつ ひとつ⾹り始める

それは それは 空を越えて
やがて やがて 迎えに来る

春よ 遠き春よ 瞼閉じればそこに
愛をくれし君の なつかしき声がする

（略）

ChatGPTによる解釈（⼀部）

この詩における「君」は、詩の作者にと
って愛しい⼈物であり、過去に彼らとの
美しい思い出を共有していた⼈物と考え
られます。詩の中で、「愛をくれし君」
という表現や、「夢をくれし君の眼差し
が肩を抱く」といった表現から、この⼈
物が詩の作者にとって⽀えとなり、幸せ
な時間を過ごしたことが⽰唆されていま
す。（略）

授業実践①「春よ、来い」

なぜAIはこう考
えたのだろう
⾃分の解釈との
違いは？



⼤量のデータからパターン
を⾒つける

��構�や��を��する

��的、歴史的な背�知識
を活⽤する 

⾃�の��をもとに想�
する

�物の�情に共�する

�葉から情�を�じ�る

AIが得意なこと ⼈間が得意なこと



chatGPTの解釈と出会った生徒の変容
（一部）

　私は解釈をするとき、情景を気にしなか
った。chatGPTは沈丁�の⾹りがすると
いうところから「�の中で沈丁�が��さ
れていることから、この�が⼆�の��や
思い�の�徴としても重�な��を果たし
ていると�えられます。沈丁�の⾹りが流
れることで、作者は「君」との��を思い
�し、現在の切なさや�しさを�じます。」
と�み�っていて、なるほどと思った。私
は、歌詞からだけでなく、出てくる言葉の
意味などからも読み取ることができるよう
になろうと思った。

詩の解釈にAIを取り⼊れる利点

①異なる視点の提⽰
 こういう解釈もできるのか！

②より広い知識の提供
 沈丁花の⾹りと関連付ける

③批判的に捉える学習の促進
 本当にこの解釈でいいのか

chatGPTの⼈間とは異なる視点からの解釈
は、学習者⾃⾝の創造的な発想を刺激し、
新たな視点やアイデアを⽣み出すことにつ
ながりうる。



chatGPTに�⼒したプロンプト

あなたは中�⽣です。国�の授業で、�下の��を�みまし
た。
かわいらしいもの。�に描いてある�い�どもの�。すずめ
の�が、�がねずみの鳴きまねをすると�び跳ねてやって来
る��。
（略）
�型を尼のように�の�さで切りそろえた�型である�ども
が、⽬に�がかぶさっているのをかきのけることもしない
で、⾸をかしげて何かを⾒ているのなども、かわいらしい。

この��を��に、��の「かわいらしいもの」をいくつか
�り上げた��を書いてください。

授業実践②枕草子「うつくしきもの」

枕草子「うつくしきもの
（かわいらしいもの）」を
読んだあとで、生徒もオリ
ジナルの「かわいらしいも
の」の随筆を書いた。

その後、生成AIにも同様の
随筆を書かせ、AIと人の表
現を比較した。



かわいらしいもの。
チャイムが鳴り、ちょうど下駄箱についたば
かりの生徒が、上履きのかかとを踏んだまま
走り出す様子。急ぎのあまり、靴紐も解けた
ままなのも、転びそうになるのもかわいらし
い。（略）

chatGPTが作成したもの⽣徒が作成したもの
かわいらしいもの。小さなパンダの赤ち
ゃんが、木の上でひょいひょいと身軽に
動き回っている姿。その手足のしなやか
さと無邪気な表情は、心を和ませます。
また、雪の中で遊ぶ子犬たちの姿もかわ
いらしいものです。（以下略）

なぜAIはこう考えたのだろう
⾃分の⽂章との違いは？





ある生徒の振り返り

　AIから、ありきたりな観点
（ふわふわなものなど）で
は、読者に関心を持ってもら
えないということを学び、中
学校で生活をして、�までの
��がある�だからこそわか
る�点を�識して書いてみま
した。・・・・・

AIと⼈間の得意・不得意なもの
とは？

①AIには感情がない。⼈間の感情や感覚は
「かわいい」を描写する際には⼤切.

②AIは平均的で凡庸。⼈間には�
それぞれの個性や視点がある。

③AIは⼀般的な情報を知るには役⽴つ。
個々の感情や経験に基づく判断は、⼈間⾃
⾝が⾏うほうがよい。



AIを使いこなす⼈を育てるために

１ AIと⼈間の得意・不得意を理解する
   ・詩の解釈（2023年４⽉、中２）
   ・随筆執筆（2023年６⽉、中２）

２ AIとの対話を通じて学びを深める
   ・ディベート（2024年2⽉、中２）
   ・⼩説創作（2024年7⽉、中3）

３ AIと役割分担して課題解決する
   ・漢詩鑑賞（2023年12⽉、中2）
   ・俳句鑑賞（2024年9⽉、中3）



chatGPTを活用した
授業実践③ディベート

⽣徒同⼠でディベート
対戦をする前に、ＡＩ
を参謀役としてディベ
ートの準備をした。

⽣徒は⾃らの主張を、
ＡＩに反論をしてもら
い、意⾒を強化してい
った。



授業で提⽰した�料
ディベートのじゅもん

⽣徒が操作した�⾯（BING）



⽣徒はどう使った�



誤りがある、根拠が弱い

頼りすぎてしまう

情報が多すぎる

指⽰がうまく通らない

情報の批判的検証

⽣成AIで困ったこと、不便だったことは？

AIと⼈の距離感・役割分担

取捨選択・速読

意図を⾔語化する⼒



誤りがある、根拠が弱い

頼りすぎてしまう

情報が多すぎる

指⽰がうまく通らない

情報の批判的検証

⽣成AIを使いこなすために求められる資質・能⼒

AIと⼈の距離感・役割分担

取捨選択・速読

意図を⾔語化する⼒



chatGPTを活用した
授業実践④「防災小説」

首都直下型地震に自らが被災した想

定で小説を創作する授業を実施。

小説の中で、正確な被災状況を描く

ため、生成AIを活用して調べた.



�師⾃作の⽣成AI（GTPｓ）
「�災⼩�アシスタント いのちまもる君」

※GPTsに事前に�み�ませている�料
（Knowledge）
��想�1.
東�都�災��「⾸都�下地�
等による東�の��想��告書」

�災��2.
「東�都地域�災��」

�災��のハンドブック3.
「東��災」�旧�
「東�暮らし�災」
「東�都�災ハンドブック」
「DOCOMO�災ハンドブック」

��の�災の体��、���告4.
��・淡路⼤�災
東⽇�⼤�災
�東⼤�災

�災⼩�のサンプル5.
⼤⽊研「�災⼩�」
中�⽣が書いた⼩�

この授業⽤にGPTsを作成。「防災⼩説を書く」という課題に
特化したデータで訓練されている。そのため、不正確な情報
の提供を防ぐことが期待できる。



⽣徒はどう使った�



AIを使いこなす⼈を育てるために

１ AIと⼈間の得意・不得意を理解する
   ・詩の解釈（2023年４⽉、中２）
   ・随筆執筆（2023年６⽉、中２）

２ AIとの対話を通じて学びを深める
   ・ディベート（2024年2⽉、中２）
   ・⼩説創作（2024年7⽉、中3）

３ AIと役割分担して課題解決する
   ・漢詩鑑賞（2023年12⽉、中2）
   ・俳句鑑賞（2024年9⽉、中3）



１ 詩などを読み、そのイメージを
  AIで画像や歌などに変換させる

２ ⽣成された画像・歌と⾃分の
  イメージを⽐べて、⾃らの詩の
  読みを表出させる

AIと役割分担して課題解決する



授業実践⑤「漢詩の⾵景」

��を�み、頭に�か
んだイメージを��⽣
成ＡＩで作成する。

その�で、���がう
まく⾏ったところ、こ
こをこうしたかったと
いう��を�り�る。

絵を⾒て、検証する（⽣徒の振り返り）

 ⻩鶴楼から⻑江を⾒下ろしている場⾯なの
で、塔は敢えて画像に⼊れず⾼いところから⾒
下ろしている構図にした。⻩鶴楼は本当はもっ
と⾼いので「塔の上から⾒下ろす」と⼊⼒した
けれどいくら頑張っても出てこなかったから諦
めた。



授業実践⑥「俳句と音楽の競演」

�科書の�句から想�したことを���
し、プロンプトを作成、��⽣成AIで曲を
�作する。

��（AIが作成）

[Verse]
⽩い⻭が�を�す
⼩さな君の⼝元に
萬�の���がる
�のエネルギー

[Verse 2]
�じる�かな成�
時の流れ優しく
君の笑�に映るよ
しみじみと�温まる

[Chorus]
⼤切なわが�
�めての⽩い⻭
その⼩さな�きが
僕の�を打つよ

プロンプト

    夏が�れ、⼤切なわが�に�めての⽩い⻭が⽣えは
じめてきた。萬�のあふれる⽣�エネルギーが�ち
ているころ、我が�もまた��に成�していること
を��し、しみじみと�動している��。��は夏
です。
ボーカルは、女性。なめらかな曲�でお願いしま
す。

�を�いて、��する
「�でうまく�現でき
たところは・・・・」

「�がイメージと�っ
たところは・・・」

「�をつくって得られ
た�句の�みへの気づ
きは・・・」萬�の中や吾�の⻭⽣え�むる



https://suno.com/song/ecdf5812-5933-416a-9488-5f1b485d0e0e


AIを使いこなす⼈を育て
るために

AIと⼈間の得意・不得意
を理解する

1.

AIとの対話を通じて学び
を深める

2.

AIと役割分担して課題解
決する

3.

今後の課題
そもそもAIの出⼒を評価する⼒を
どう育てるか（批判的思考⼒等）

AIによって引き出される⼒（編集
⼒等）と、受験や学位取得の際
に求められる学⼒（⽂章記述⼒
等）とのトレードオフ

AIのブラックボックス化、バイア
スの存在、シンギュラリティー
の到来



⽣成AIに�する論�・��発�等
「⽣成AIがひらく国語教室の未来」
みつむら�WEB�MAGAZINE
第1回 国語科AI活⽤の鍵、それは「⾃分軸」
第2回 「書く⼒」を再定義してみよう
第3回 国語科教師の権威性と⽣成AI

『これからの国語科教育はどうあるべきか』�
藤森,�裕治�(分担執筆）
�「⽣成ＡＩと共⽣する国語教育の未来」東洋館
出版社�2024年3⽉�

学会発表等

⽣成AIと国語科教育の未来�―新たな授業と学び
を切り拓く―�
全国⼤学国語教育学会�（2024年10⽉27⽇）

「⽣成AIと学ぶ中学⽣に学ぶ�―中学校国語科に
おける⽣成AI�活⽤した授業の実際からー�」
⽇本国語教育学会（2024年8⽉10⽇）

「⽣成AIと拓く未来の教室⾵景ー⼩・中・⾼の
現場からー」�
⽇本語習熟論学会（2024年7⽉27⽇）

中学校国語科における⽣成AIを活⽤した授業の
開発〜学習者とAIの判断の差異に着⽬した理解
と表現の学習指導を通して〜
全国⼤学国語教育学会（2023年11⽉4⽇）


